
 

 

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
大
津
自
衛
隊
協
力
会

が
地
域
と
駐
屯
地
を
結
ぶ
か
け
は
し
と
し
て
、
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
は
、
会
員
皆
様
の
暖
か
い
御
理
解

と
御
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

昨
年
も
一
昨
年
と
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
が
続
き
、
私
達
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
年
で
し
た
。
今
年
は
変
異
を
続
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
打
ち
勝
つ
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
安
心
が
生
活
に
訪
れ
ま
す
様
に

祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

自
衛
隊
の
皆
様
に
は
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
の
中
で
も
、
私

達
国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
べ
く
日
々
鍛
錬
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

深
く
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
を
取
り
巻
く
内
外
の
情
勢
が
不
透
明
感
を
増
す

中
で
、
益
々
重
要
な
役
割
を
担
う
隊
員
の
皆
様
の
士
気
を
高
め
る
一
助
と
し
て
、
大
津

自
衛
隊
協
力
会
は
地
域
と
駐
屯
地
の
絆
を
深
め
る
活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
御
協
力
を
賜
り
ま
す
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
に
と
っ
て
、
今
年
が
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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中
部
方
面
混
成
団
並
び
に
大
津
駐
屯
地
の
皆
様
、
混
成
団

友
の
会
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
日
本
中
、
そ
し
て
世
界

中
が
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
現
れ
、
年
が
明
け
て
も
ま
だ
ま

だ
安
心
し
て
今
ま
で
の
様
な
平
穏
な
日
々
が
送
れ
な
い
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。  

   

 

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
せ
い
で
２
年
間
は
ほ
と
ん

ど
の
駐
屯
地
行
事
等
が
出
来
ず
に
大
変
寂
し
く
残
念
な
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
年
は
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
封
じ
込
め
て
例
年
通
り
の
駐
屯
地
行
事
等

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
そ
し
て
、
中
部
方
面
混
成
団
並
び
に
大
津
駐
屯
地
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
来

の
任
務
で
あ
り
ま
す
国
防
に
力
を
入
れ
て
頂
き
安
心
・
安
全
で
平
和
な
日
々
を
守
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
隊
員
の
皆
様
及
び
友
の
会
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
等
陸
佐 

青
井 

常
治 

中
部
方
面
混
成
団
長 

兼
ね
て
大
津
駐
屯
地
司
令 

謹
賀
新
年 

創意と情熱 
心技体の充実 

駐屯地司令 
 要望事項 

朝日に照らされる琵琶湖と大津駐屯地 

作戦基盤の確立 

 環境の改善 

 地域との連携 

団長統率方針 

任務完遂 

年
頭
の
辞 

web site 

各会長から新年の御挨拶 

令
和
四
年
元
旦 

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
長 

 

田
中 

清
司 

大
津
自
衛
隊
協
力
会
長 

 

山
下 

英
利 

 

皆
様
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

昨
年
十
二
月
一
日
に
第
九
代
中
部
方
面
混
成

団
長
兼
ね
て
第
三
十
五
代
大
津
駐
屯
地
司
令
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
青
井
一
佐
で
す
。 

 

大
津
自
衛
隊
協
力
会
、
中
部
方
面
混
成
団
友

の
会
を
始
め
、
自
衛
隊
協
力
諸
団
体
や
地
域
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
中
部
方

面
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地
に
対
す
る
格
別
な

る
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
隊
員
諸
官
に
お
い
て
は
、
任
務
の
完
遂

に
向
け
て
日
夜
献
身
的
に
隊
務
に
精
励
す
る
と

と
も
に
、
隊
員
の
御
家
族
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
隊
員
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
や
あ
い
ば
野
演
習
場
の
訓
練
事
案
に
よ

る
影
響
を
大
き
く
受
け
た
も
の
の
、
中
部
方
面

混
成
団
は
、
各
普
通
科
連
隊
の
練
成
訓
練
や
、
新

隊
員
・
准
曹
・
予
備
自
衛
官
等
の
教
育
訓
練
に
つ

い
て
、
柔
軟
に
計
画
を
変
更
し
着
実
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積

み
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

令
和
四
年
は
、
心
機
一
転
、
益
々
厳
し
く
な
る

安
全
保
障
環
境
に
対
応
し
、「
創
意
と
情
熱
」
を

も
っ
て
、
各
種
制
約
事
項
を
克
服
し
、
中
部
方
面

混
成
団
の
任
務
を
完
遂
す
る
と
と
も
に
、
駐
屯

地
行
事
等
を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を

強
化
し
て
参
る
所
存
で
す
。 

 

自
衛
隊
協
力
諸
団
体
や
地
域
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 
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中部方面混成団長兼ねて大津駐屯地司令着任 

１等陸佐 青井 常治 

統率方針 

任務の完遂 

こ
の
た
び
、
12
月
１
日
付
で
第
９
代
中
部
方
面
混
成
団

長
兼
ね
て
第
35
代
大
津
駐
屯
地
司
令
を
拝
命
し
た
青
井

１
佐
で
あ
る
。 

 

中
部
方
面
隊
は
、
私
の
約
35
年
の
自
衛
官
人
生
で
３
回

勤
務
し
た
思
い
出
の
地
で
あ
り
、
諸
官
と
と
も
に
勤
務
で

き
る
こ
と
を
喜
び
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
中
部
方
面
隊
２

府
19
県
を
主
体
と
し
た
隊
員
の
人
材
育
成
並
び
に
４
個

師
旅
団
を
は
じ
め
各
部
隊
等
と
連
携
し
た
防
衛
警
備
、
災

害
派
遣
等
を
担
当
す
る
と
い
う
責
務
の
重
さ
を
痛
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。 

歴
代
団
長
及
び
駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め
諸
先
輩
方
が
作

り
上
げ
て
き
た
伝
統
あ
る
中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐

屯
地
は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
環
境
が
よ
り
厳
し
さ
を
増

す
中
、
令
和
３
年
度
日
米
共
同
方
面
隊
指
揮
所
演
習
や
陸

上
自
衛
隊
演
習
に
お
い
て
も
、
方
面
隊
の
広
大
な
後
方
地

域
作
戦
や
有
事
教
育
と
い
う
重
要
な
任
務
を
付
与
さ
れ
、

よ
り
方
面
隊
全
体
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 こ

の
た
め
、
私
の
混
成
団
長
と
し
て
の
統
率
方
針
を
「
任

務
の
完
遂
」
と
す
る
。 

我
々
は
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
国
土
を
防
衛

し
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
任
務
を
必

ず
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
新
隊
員
、
准
曹
、

予
備
自
衛
官
等
の
教
育
任
務
を
完
遂
し
、
各
部
隊
・
隊
員
の

後
継
者
を
育
成
し
て
人
的
戦
闘
力
の
維
持
・
増
進
に
よ
り

強
靭
性
・
持
続
性
の
あ
る
方
面
隊
の
育
成
に
貢
献
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
私
の
団
長
と
し
て
の
要
望
事
項
を
以

下
の
２
点
と
す
る
。 

第
１
の
要
望
事
項
は
、
「
創
意
と
情
熱
」
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
文
字
通
り
、
絶
え
ず
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
創

意
工
夫
し
、
問
題
点
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
何
が
何
で
も

任
務
を
完
遂
す
る
と
い
う
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と

で
あ
る
。
中
部
方
面
混
成
団
と
し
て
先
に
示
し
た
任
務
を

完
遂
す
る
た
め
、
各
普
通
科
連
隊
は
、
常
備
自
衛
官
と
即
応

予
備
自
衛
官
が
一
体
と
な
っ
て
練
度
を
向
上
で
き
る
よ
う

創
意
工
夫
し
て
各
種
制
約
事
項
を
克
服
す
る
と
と
も
に
、

関
係
部
隊
と
連
携
し
て
強
靭
な
部
隊
の
育
成
の
た
め
情
熱

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
陸
曹
教
育
隊

及
び
各
教
育
大
隊
は
、
人
材
育
成
に
お
い
て
価
値
観
の
異

な
る
多
感
な
若
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
准
曹
ま
で
多
種
多
様

な
被
教
育
者
の
特
性
及
び
教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
教
官
・

助
教
等
が
創
意
工
夫
し
、「
心
に
響
く
」
教
育
・
指
導
に
よ

り
次
世
代
を
担
う
有
為
な
人
材
育
成
が
で
き
る
よ
う
情
熱

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
さ
ら
に
、
団
本
部

は
、
混
成
団
内
の
各
部
隊
と
方
面
隊
内
の
関
係
部
隊
・
機
関

と
連
携
し
、
創
意
工
夫
し
て
任
務
完
遂
の
基
盤
を
整
備
す

る
と
も
に
、
混
成
団
一
丸
と
な
っ
て
任
務
を
完
遂
で
き
る

よ
う
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

第
２
の
要
望
事
項
は
、
「
心
技
体
の
充
実
」
で
あ
る
。 

「
心
（
し
ん
・
こ
こ
ろ
）
」
は
、
「
自
衛
官
の
心
構
え
」
に
も

あ
る
よ
う
に
、「
使
命
」
を
自
覚
し
、「
団
結
」「
規
律
」「
士
気
」

を
維
持
・
向
上
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
技
（
ぎ
・
わ
ざ
）
」
は
、

「
作
戦
・
戦
術
・
戦
闘
・
戦
技
」
ま
た
、
状
況
判
断
能
力
や
業

務
遂
行
能
力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

あ
り
、
さ
ら
に
、「
体
（
た
い
・
か
ら
だ
）
」
は
、
任
務
遂
行
の

為
の
体
力
を
練
成
し
、
健
康
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
各
人
が
「
心
技
体
を
充
実
」
し
つ
つ
、
任
務
の
完
遂
に
あ

た
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

次
に
、
駐
屯
地
司
令
と
し
て
は
、「
信
頼
さ
れ
る
大
津
駐
屯

地
」
と
な
る
た
め
以
下
の
３
点
を
要
望
す
る
。 

 

第
１
の
要
望
事
項
は
、「
作
戦
基
盤
の
確
立
」
で
あ
る
。 

 

駐
屯
地
が
、
大
津
市
に
所
在
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
拠
点
と

し
て
駐
屯
地
各
部
隊
の
任
務
遂
行
や
家
族
支
援
、
ま
た
、
機
動

展
開
部
隊
の
通
過
支
援
や
兵
站
支
援
等
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
駐
屯
地
警
備
や
火
災
予
防
、
ま
た
、
保
全
に
万
全
を
期
す

と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
食
中
毒
予
防
等

の
防
疫
を
徹
底
し
て
各
部
隊
・
隊
員
の
安
全
を
確
保
し
、
駐
屯

地
と
し
て
機
能
発
揮
で
き
る
作
戦
基
盤
を
確
立
す
る
よ
う
物

心
両
面
の
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

第
２
の
要
望
事
項
は
、「
環
境
の
改
善
」
で
あ
る
。 

 

駐
屯
地
は
、
生
活
・
勤
務
環
境
の
場
と
し
て
、
快
適
で
綺
麗

な
環
境
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
士
気
を
高
め
、
か
つ
、
地
域

の
理
解
を
獲
得
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
部

隊
・
隊
員
は
、
相
互
に
よ
く
連
携
・
協
力
す
る
と
と
も
に
、
業

務
隊
は
、
関
係
所
掌
と
的
確
に
調
整
し
、
ハ
ー
ド
面
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
生
活
・
勤
務
環
境
の
ソ
フ

ト
面
に
お
い
て
も
、
敬
礼
や
あ
い
さ
つ
が
自
然
に
で
き
る
と

と
も
に
、
駐
屯
地
と
し
て
の
服
務
規
律
や
社
会
人
と
し
て
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
相
互
に
信
頼
で
き
る
生
活
・
勤
務
環
境
と

な
る
よ
う
、
改
善
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

第
３
の
要
望
事
項
は
、
「
地
域
と
の
連
携
」
で
あ
る
。 

我
々
が
、
任
務
を
完
遂
す
る
上
で
地
域
の
理
解
や
国
民
の

信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
他
方
、
自

衛
隊
に
対
す
る
理
解
は
、
未
だ
不
十
分
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
れ
ば
駐
屯
地
と
し
て
各
種
行
事
等

を
通
じ
部
隊
及
び
隊
員
の
状
況
を
理
解
し
て
頂
く
場
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
各
種
媒
体
等
に
よ
る
情
報
発
信

を
積
極
的
に
実
施
し
て
自
衛
隊
の
理
解
者
を
獲
得
し
、
自
衛

官
募
集
、
援
護
業
務
、
予
備
自
衛
官
業
務
に
も
つ
な
が
る
よ
う

地
域
と
の
連
携
を
維
持
・
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

以
上
、
中
部
方
面
混
成
団
長
と
し
て
統
率
方
針
「
任
務
の
完

遂
」
、
要
望
事
項
「
創
意
と
情
熱
」「
心
技
体
の
充
実
」、
大
津

駐
屯
地
司
令
と
し
て
要
望
事
項
「
作
戦
基
盤
の
確
立
」「
環
境

の
改
善
」「
地
域
と
の
連
携
」
に
つ
い
て
要
望
し
た
が
、
皆
さ

ん
に
対
す
る
要
望
事
項
は
、
私
自
身
の
目
標
ま
た
戒
め
で
も

あ
る
。 

本
日
よ
り
、
諸
官
と
と
も
に
中
部
方
面
混
成
団
と
し
て
の

任
務
を
完
遂
し
、
ま
た
、
信
頼
さ
れ
る
大
津
駐
屯
地
と
な
る
よ

う
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
い
、
着
任
の
辞
と
す
る
。 

第８代芝団長  離任 

 

第
８
代
混
成
団
長
芝
１
佐
は
、

令
和
３
年

12

月
１
日
付
け
を

も
っ
て
陸
将
補
に
特
別
昇
任
し

退
官
さ
れ
ま
し
た
。 

永
年
に
わ
た
る
自
衛
隊
勤
務 

お
疲
れ
様
で
し
た 

平成 元年   ９月 第１０施設群（小隊長）          船 岡 

平成  ４年   ３月 防衛大学校理工学研究科         横須賀 

平成 ６年   ３月 第１１０施設大隊(中隊長等)          滝ケ原 

平成１０年  ３月 幹部学校（ＴＡＣ♯２６）           目 黒 

平成１１年  ３月 施設学校 研究部            勝 田 

平成１２年  ８月 陸上幕僚監部 人事部人事計画課     市ヶ谷 

平成１６年  ３月 第３０５施設隊長              善通寺 

平成１８年  ３月 陸上幕僚監部 装備部開発課       市ヶ谷 

平成２０年  ４月 研究本部企画調整官             朝 霞 

平成２１年  ８月 陸上幕僚監部 装備部開発課総括班長  市ヶ谷 

平成２３年  ８月 幹部学校 学校教官             目 黒 

平成２３年 １２月 香川地方協力本部長              高 松 

平成２５年  ８月 陸上幕僚監部 人事部募集·援護調整官  市ヶ谷 

平成２７年  ４月 第１４旅団司令部幕僚長             善通寺 

平成２８年 １２月 研究本部 研究開発企画官          朝 霞 

平成３０年  ３月 教育訓練研究本部 総合企画課長      目 黒 

平成３０年  ８月 西部方面総監部 総務部長          健 軍 

令和 ３年 １２月 現 職                  大 津 

着
任
の
辞
（
全
文
） 

主要経歴 
あおい  つねはる 

昭和４２年１月生まれ 

香川県出身 

防衛大学校３３期（機械工学） 

団長要望事項 

 創意と情熱 
心技体の充実 

駐屯地司令要望事項 

作戦基盤の確立 
  環境の改善 
  地域との連携 

着任関連行事 

着任式 幹部挨拶 初度視察 

中部方面混成団長兼ねて大津駐屯地司令着任 
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大
津
自
衛
隊
協
力
会
、
中
部
方
面
混
成

団
友
の
会
を
は
じ
め
協
力
諸
団
体
の
皆

様
、
平
素
か
ら
即
応
予
備
自
衛
官
を
お
支

え
頂
い
て
い
る
雇
用
主
企
業
、
御
家
族
、
地

方
協
力
本
部
の
皆
様
、
そ
し
て
団
、
大
津
駐

屯
地
の
隊
員
、
御
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

連
隊
は
、
平
素
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
、
学
業
等
に
従
事
し
高
い

志
と
挑
戦
す
る
勇
気
を
持
っ
た
即
応
予
備
自
衛
官
と
常
備
自

衛
官
が
一
体
と
な
り
、「
常
即
一
体
」「
魁
」
と
の
連
隊
の
伝
統

と
誇
り
を
堅
持
し
、
本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
何
時
如
何
な
る
状
況
に
お
い
て
も
確
実

に
任
務
を
完
遂
し
う
る
よ
う
即
応
性
を
維
持
し
、
厳
し
い
訓
練

に
取
り
組
む
等
、
危
機
感
を
持
ち
隙
の
な
い
隊
務
を
運
営
し
て

参
り
ま
す
。 

 

本
年
も
、
隊
員
一
同
専
心
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

大
津
自
衛
隊
協
力
会
、
中
部
方
面
混
成

団
友
の
会
を
は
じ
め
と
す
る
協
力
諸
団
体

の
皆
様
、
隊
員
及
び
隊
員
家
族
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
御
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
わ
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
は
、
中
国
の
一
方
的

な
現
状
変
更
の
試
み
、
北
朝
鮮
の
核
兵
器
及
び
運
搬
手
段
の
開

発
の
継
続
等
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
隊
員
一
同
危
機

感
を
持
っ
て
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
昨
年
中
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
招
集
訓
練
や
各
種
行
事
の

制
限
等
に
よ
り
、
隊
員
の
み
な
ら
ず
御
家
族
、
関
係
者
の
皆
様

に
も
御
心
配
と
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
に
伴
い
国
内
で
も
原
状
復
帰
の
明

る
い
兆
し
が
見
え
始
め
て
お
り
、
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い

一
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
連
隊
も
常
備
・
即

自
が
一
体
と
な
り
、
日
々
精
進
し
て
即
応
態
勢
を
維
持
し
、
国

家
の
安
寧
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

本
年
も
隊
員
と
共
に
実
り
の
あ
る
一
年
と
な
る
よ
う
一
層

奮
励
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
支
援
、
御
協
力

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

 

大
津
自
衛
隊
協
力
会
、
中
部
方
面
混
成
団
友

の
会
を
は
じ
め
協
力
諸
団
体
の
皆
様
、
隊
員
及

び
御
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
変
異
株
も
継
続
的
に
発
生
す
る
な
ど
未
だ

社
会
生
活
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く

こ
の
困
難
が
終
息
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
今
の
安
全
保
障
環
境
や
技
術
革
新
の
大
き
な
変
化
を
考

慮
し
ま
す
と
、
状
況
判
断
で
き
る
分
隊
長
及
び
班
長
の
育
成
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
隊
は
、
各
課
程
教
育
に

お
い
て
小
部
隊
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
状
況
判
断
能
力
の
修
得
を
重
点

に
し
つ
つ
、
戦
術
教
育
に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
所
存
で
す
。 

 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
に
応
じ
た
基
礎
と
な
る
知
識
・
技
能
を
修

得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
資
質
を
涵
養
さ
せ
る
べ
く
情
熱
と
愛
情
を

も
っ
て
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
俺
を
見
よ
、

俺
に
続
け
」
と
い
う
伝
統
あ
る
指
標
を
隊
長
以
下
基
幹
要
員
が
率
先

し
て
体
現
す
る
べ
く
、
隊
一
丸
と
な
っ
て
一
層
精
進
・
努
力
す
る
所
存

で
す
。 
 

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

昨
年
大
隊
は
、
コ
ロ
ナ
過
で
の
感
染
対
策

に
万
全
を
期
し
一
般
陸
曹
候
補
生
で
は
松
山

駐
屯
地
と
３
度
目
と
な
る
大
久
保
駐
屯
地
へ

の
派
遣
教
育
に
よ
り
約
５
０
０
名
を
、
予
備
自
衛
官
補
で
は
こ
れ

ま
で
13
回
、
約
１
０
０
名
を
、
予
備
自
衛
官
で
は
２
回
、
約
50
名

の
教
育
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
予
備
自
衛
官
の
職
務
訓

練
（
語
学
）
で
は
、
米
陸
軍
呉
基
地
に
お
い
て
実
際
的
な
通
訳
訓

練
を
行
う
な
ど
教
育
の
質
的
向
上
を
図
り
、
真
に
役
立
つ
隊
員
の

育
成
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

基
幹
要
員
に
対
し
て
は
、
新
た
に
付
与
さ
れ
た
「
戦
闘
隊
」
と

し
て
の
任
務
遂
行
能
力
を
保
持
す
べ
く
昨
年
８
月
か
ら
練
成
を

始
め
、
射
撃
術
等
の
練
度
を
向
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

本
年
も
、
こ
れ
ら
教
育
等
任
務
に
邁
進
し
、
一
層
努
力
精
進
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
、
大
隊
は
、
継
続
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

感
染
対
策
を
行
い
つ
つ
、
自
衛
官
候
補
生
、
一
般

陸
曹
候
補
生
、
予
備
自
衛
官
、
予
備
自
衛
官
補
、

車
両
操
縦
手
育
成
等
の
教
育
訓
練
を
着
実
に
実
施
し
、
部
隊
に
お
い

て
真
に
活
躍
し
得
る
新
隊
員
等
及
び
人
格
を
重
視
し
た
操
縦
手
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

な
か
で
も
、
新
隊
員
教
育
に
お
い
て
は
、
入
隊
者
の
増
加
に
対
し
て

適
切
な
教
育
態
勢
を
講
じ
な
が
ら
、
自
衛
官
、
特
に
、
戦
闘
員
と
し
て

の
基
礎
を
涵
養
で
き
る
よ
う
、
教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

本
年
も
、
部
隊
に
お
い
て
真
に
役
立
つ
隊
員
を
効
果
的
に
育
成
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
御
指
導
と
御

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

中
部
方
面
混
成
団
准
曹
及
び
隊
員
御
家
族

の
皆
様
並
び
に
協
力
諸
団
体
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
隊
員
は
各
種
行
動
に
制
約
を
受
け
る
厳
し

い
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
部
隊
に
お
い
て
真
に
役
立
つ
隊
員
を
育

成
す
る
目
的
の
も
と
、
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
情
熱
と
愛
情
の

あ
る
教
育
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

感
染
が
終
息
し
、
隊
員
が
マ
ス
ク
を
外
し
て
伸
び
伸
び
と
教
育

訓
練
に
専
念
出
来
る
日
が
早
く
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
、
上
級
曹
長
系
統
は
、
指
揮
官
を
補
佐
し
、
曹
士
の
育

成
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
支
援

と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

混成団各部隊長等新年の挨拶 

第
49
普
通
科
連
隊
長 

一
等
陸
佐 

関
谷 

拓
郎 

第
４
陸
曹
教
育
隊
長 

一
等
陸
佐 

木
場 

元
大 

第
47
普
通
科
連
隊
長 

一
等
陸
佐 

阿
部 

慎
治 

 

第
１
０
９
教
育
大
隊
長 

二
等
陸
佐 

有
馬 

 

靖 

第
１
１
０
教
育
大
隊
長 

二
等
陸
佐 

土
橋 

晃
輔 

混
成
団
最
先
任
上
級
曹
長 

准
陸
尉 

門
坂 

秀
幸 
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混成団各部隊年男・年女の抱負 

 

今
年
で
４
回
目
の
年
男
を

自
衛
官
と
し
て
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
良
き
上
司
や

先
輩
の
御
指
導
、
良
き
同
僚

や
後
輩
の
協
力
・
支
援
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
本
年
は
寅
年
で
す
。
寅
年
の
人
は
正
義

感
が
強
く
、
た
と
え
逆
境
に
あ
っ
て
も
立
ち
向
か

う
強
さ
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
や
や
も
す
れ

ば
負
け
ず
嫌
い
や
頑
固
な
人
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。 

 

し
か
し
、
私
は
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て
負
け
ず
嫌

い
や
頑
固
さ
を
「
任
務
完
遂
」
に
必
要
な
要
素
に
変

換
し
、
寅
男
と
し
て
「
正
し
く
逞
し
く
。」
日
々
、

精
進
す
る
所
存
で
す
。 

 

最
後
に
、
単
身
赴
任
し
て
い
る
私
の
代
わ
り
に

家
庭
を
し
っ
か
り
守
っ
て
く
れ
て
い
る
妻
へ
の
感

謝
を
永
遠
に
誓
い
年
男
の
抱
負
と
し
ま
す
。 

 

４
回
目
の
年
女
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
振
り
返
り
を
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。 

 

１
回
目
、
阪
神
が
優
勝
し
た
次
の

年
。
２
回
目
、
３
曹
昇
任
。
３
回
目
、

思
い
切
っ
て
家
を
買
う
。
な
ん
だ
か

色
々
節
目
の
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
さ
て
４
回
目
は
ど
の
よ
う
な
１
年
に
な
る
の
か
今

か
ら
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
（
笑
）。
と
り
あ
え
ず
、

大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
も
な
く
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
も
、

周
り
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
・
同
僚
（
仲
間
）
の
お
力

添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
心
の
底
か
ら
感
謝
を
し
て

日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

第
49
普
通
科
連
隊
に
勤
務
し
て
約
４
年

５
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
３
月
か

ら
連
隊
本
部
第
１
科
文
書
陸
曹
に
上
番
し
ま

し
た
。
自
衛
隊
生
活
で
初
め
て
の
連
隊
本
部

勤
務
で
あ
り
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
が
、
上
司
の
方
々
や
先
輩
の
御
指
導
、

後
輩
か
ら
の
協
力
の
お
か
げ
で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
年
の
抱
負
は
、「
雲
外
蒼
天
」
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
勤

務
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し

い
こ
と
が
あ
る
反
面
、
困
難
な
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
に
直
面
す
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
目
を
背
け
ず
、
雲

の
先
の
澄
ん
だ
青
い
空
を
目
指
し
て
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
皆
様
に
と
っ
て
良
い
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。  

 
 

 

本
年
は
、
五
寅
の
寅
と
い
わ
れ
る

寅
年
最
高
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
抱
負
と
し
て
「
全
力
」
を
掲
げ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
齢
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
低
下
し
て
い
く
気

力
・
体
力
・
記
憶
力
・
・
・
少
し
の
甘

え
が
体
脂
肪
と
業
務
の
蓄
積
に
・
・
・
。
そ
ん
な
自
分
を
打

破
す
べ
く
公
私
に
わ
た
り
全
力
を
も
っ
て
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

特
に
業
務
に
お
い
て
は
、
健
康
係
と
し
て
自
分
自
身
の

健
康
管
理
に
全
力
を
も
っ
て
改
善
す
る
と
と
も
に
、
肉
体

強
化
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
事
で
す

が
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
根
っ
か
ら
の
信
者
で
、
産
ま
れ
は

寅
で
あ
っ
て
も
生
涯
鯉
党
で
す
。
本
年
こ
そ
は
悲
願
の
日

本
一
を
奪
取
す
べ
く
、
こ
ち
ら
の
方
も
全
力
を
も
っ
て
応

援
し
て
参
り
ま
す
。 

 

公
私
に
わ
た
り
不
十
分
な
点
が
多
い
私
で
す
が
、
年
男

と
い
う
ひ
と
つ
の
結
節
を
気
持
ち
を
新
た
に
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
及
び
御
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

今
年
で
４
度
目
の
年
男
で
す
が
、
年
男
な

ど
今
ま
で
全
く
意
識
し
て
き
て
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
単
純
に
４
度
目
の
年
男
と
考
え
た

ら
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
感
じ
ま
す
が
、
年
齢

で
考
え
る
と
非
常
に
長
い
日
々
に
感
じ
ま

す
。 

 

今
年
は
、
中
学
か
ら
の
好
き
な
言
葉
で
あ
り
ま
す
「
縦
横
邁
進
」

か
ら
変
化
さ
せ
、
少
し
落
ち
着
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
新
し
い

取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
つ
は
、
大
津
に
単
身
赴
任
で
勤
務
し
、
コ
ロ
ナ
と
い
う

状
況
下
で
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
に
不
安
が
あ
り
、
今
ま
で
絶

対
に
乗
ら
な
い
と
決
め
て
い
た
バ
イ
ク
に
乗
る
と
い
う
事
で
す
。

交
通
手
段
を
変
え
る
こ
と
で
今
ま
で
行
け
な
か
っ
た
場
所
に
行

く
こ
と
が
出
来
た
り
、
同
じ
場
所
を
走
行
し
て
も
景
色
や
感
じ
方

が
違
う
事
に
驚
き
、
家
族
に
話
す
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
な
ら
家
族
と
タ
ン
デ
ム
で
一
緒
に
楽
し
み
、
落
ち
着
い

て
周
り
を
見
て
感
じ
る
事
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

少
し
の
経
験
や
考
え
で
決
め
つ
け
ず
、
行
動
す
る
こ
と
で
新
し

い
発
見
や
体
験
が
で
き
る
事
を
大
切
に
し
、
年
男
と
い
う
節
目
で

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
日
々
活
力
が
衰
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

気
が
付
け
ば
本
年
で
も
う

４
度
目
の
年
男
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
、
の
ん
び
り
と
し
た

性
格
の
自
分
で
す
が
歳
月
の

経
つ
早
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。 

 

最
近
で
は
何
か
と
体
力
の

衰
え
を
実
感
す
る
場
面
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

私
の
唯
一
無
二
の
財
産
で
あ
る
健
康
な
身
体
を
大

切
に
し
、「
虎
は
、
千
里
往
っ
て
千
里
還
る
。
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
の
様
に
、
心
身
と
も
に
活
力
に
満
ち

た
行
動
力
の
あ
る
働
き
が
で
き
る
よ
う
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
る
こ
と

と
悲
願
で
あ
る
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
優
勝
出
来
る

こ
と
を
祈
念
し
て
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

第
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三
等
陸
尉 

山
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昭
人 

混
成
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部 

一
等
陸
曹 

本
田 

雅
巳 

第
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二
等
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曹 

酒
井 

優
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第
４
陸
曹
教
育
隊 

一
等
陸
曹 

重
並 

和
孝 

第
１
０
９
教
育
大
隊 

准
陸
尉 

岩
崎 

奈
波 

第
１
１
０
教
育
大
隊 

三
等
陸
曹 

佐
藤 

禎
士 


